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学生アンケート調査結果概要 

 

京都市内の４つの大学及び「ごみ祭り」に参加した大学生を対象に実施したアンケート

調査で回答が得られた375人の調査結果を以下に示す。 

１．回答者のプロフィール 

 回答者のプロフィールを図１～図３に示す。 

○「一人で京都市に在住」が約52％と過半数を占めている。 

○「男」が約46％、「女」が約53％とほぼ半数ずつである。 

○「３回生以上」が約72％と回答者の３／４近くを占めている。 

図１ 居住地        図２ 性別         図３ 年代 

 

 

 

 

 

 

 

２．ごみ問題やリサイクルの取組への関心と行動の実践 

 ごみ問題やリサイクルの取組への関心と行動の実践状況を図４、図５に示す。 

○「非常に関心がある」「ある程度関心がある」を合わせて約85％であった。特に女性

は約91％を占め、男性の約77％を上回っている。 

○一方、行動の実践としては「いつも実践している」「十分とは言えないが実践してい

る」を合わせて約62%であった。関心と同様に行動についても、女性が約69%と、男性の

約54%を上回っている。 

○しかし、全体的にごみ問題やリサイクルの取組に対する関心は比較的高いが、同割合

に比して行動を実践している人の割合は20％以上低く、実践までには至らない人が多い

結果となっている。 

図４ ごみ問題やリサイクルの              図５ 行動の実践 

          取組への関心 
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３．日常的に実践している発生抑制とリユース（再使用）行動 

発生抑制とリユース行動への日常的な実践状況は図６に示すとおりである。 

○発生抑制とリユース行動として６割以上の実践率（「いつも実践している」と「十分

とは言えないが実践している」を合わせた回答率）であったものは 

 ■「電気製品や家具等が壊れたら、最初に修理することを考える」（71.2％） 

 ■「すぐに流行遅れとなったり、飽きたりしそうな物は買わない」（69.6％） 

■「洗剤等詰め替え容器を使用した商品を買う」（68.2％） 

 ○一方、発生抑制とリユースの行動として実践率が30％未満と低かったものは 

  ■「お酒、ワイン、ミネラルウォーター等量り売りを利用する」（5.0％） 

  ■「野菜や果物は量り売りを利用する」（7.7％） 

  ■「ビール等はリターナブルびんを選ぶ」（16.0％） 

  ■「野菜や果物は、ばら売り、皿売り等包装の少ない物を選ぶ」（22.9％） 

  ■「トレイ等の不要な包装はお店に置いてくる」（25.3％） 

  ■「不要なダイレクトメールの受取りを拒否する」（28.0％） 

  ■「使い捨て商品を買わない」（29.9％） 

図６ 日常的に実践している発生抑制とリユース（再使用）行動 
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４．日常的に実践しているリサイクル（再生利用）行動 

日常的に実践しているリサイクル行動の状況を図７に示す。 

○リサイクル行動として実践率（「いつも実践している」と「十分とは言えないが実践

している」を合わせた回答率）が比較的高かったものは 

  ■「空き缶・びん・ペットボトル、小型金属類等を、きちんと分別して、決められた

ごみの日に出す」（67.7％） 

  ■「分別収集や店頭・拠点回収に出すびん等の容器は中を洗って出す」（57.8％） 

  ■「古紙や古布を集団回収やちり紙交換に出す」（46.4％） 

  ■「牛乳パック、食品トレイ等を店頭回収や拠点回収に持参する」（45.4％） 

 ○一方、リサイクル行動として実践率が20％未満と低かったものは 

  ■「生ごみを堆肥化している」（6.9％） 

 ■「廃食用油を地域の回収拠点に持参する」（7.2％） 

図７ 日常的に実践しているリサイクル（再生利用）行動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．利用している（又は利用してみたい）取組 

 発生抑制やリユースに関して利用している（又は利用してみたい）取組は図８に示すと

おりである。 

 ○利用している取組を１つでも回答した人は約34％であり、利用してみたい取組を１つ

でも回答した人は86％を占めた。 

 ○現在利用している取組として高い回答を以下に示す。 

■「家電製品、家具、おもちゃ、自転車等の修理センター」（16.3％） 

■「牛乳・ジュース・酒・醤油等のリターナブル容器」（10.9％） 

○利用してみたい取組として高い回答を以下に示す。 

■「学生等短期居住者に対する中古情報提供システム」（50.1％） 

■「家電製品、家具、おもちゃ、自転車等の修理センター」（49.6％） 
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■「まだ使える大型ごみの修理や中古品展示プラザ」（48.5％） 

■「生鮮野菜、総菜の量り売りシステム」（44.3％） 

■「牛乳・ジュース・酒・醤油等のリターナブル容器」（40.0％） 

図８ 利用している（利用してみたい）取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          注）「利用してみたい」には「利用している」の回答を含んでいる。 

 

６．ごみの出し方などの情報の入手方法 

 ごみの出し方などの情報の入手方法は図９に示すとおりである。 

○情報入手の方法は、全体では「アパートの貼り紙」、「管理人・大家さん」、「回覧板」、

「地域の掲示板」が比較的多くなっているが、「一人で京都市に在住」の場合は「アパ

ートの貼り紙」、「管理人・大家さん」が高く、次いで「ごみ置き場の他の人の捨て方を

見て」が多くなっており、「市のパンフレットや広報」、「地域の広報」等は情報源とし

てあまり利用されていない。 

図９ ごみの出し方などの情報の入手方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


